
神戸百店会だより

§
・
‘

め
く
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
。
そ
の
得
意
分
野
を
フ
ュ
ー

チ
ヤ
ー
し
た
〃
ベ
ニ
ヤ
・
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
〃
が
こ
の
秋
神
戸
に
上
陸
。

店
頭
販
売
に
先
が
け
て
本
部
会

場
に
て
、
９
月
１
日
１
３
日
展

示
会
が
行
わ
れ
た
。

遊
び
心
の
ア
ニ
マ
ル
プ
リ
ン

ト
や
、
暖
か
く
て
可
愛
い
い
う

エ
イ
ク
フ
ァ
ー
な
ど
、
ベ
ニ
ヤ

な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
目

を
引
く
。
今
年
の
冬
の
ア
イ
テ

ム
に
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
一
度
た

め
し
て
み
て
は
？

三
ｍ
一
三
⑫

★
地
球
を
旅
す
る
モ
ー
ド

パ
リ
、
ミ
ラ
ノ
、
ロ
ン
ド
ン

ブ
ル
ュ
ッ
セ
ル
等
、
今
を
と
き

１
１４０
１

顎 ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ乃

モ
ノ
ト
ー
ン
な
落
ち
つ
い
た
雰

囲
気
。
店
名
通
り
、
本
格
的
イ

タ
リ
ア
コ
ー
ヒ
ー
を
メ
イ
ン
に

し
た
〃
カ
プ
チ
ー
ノ
〃
が
売
り

物
で
、
普
通
の
コ
ー
ヒ
ー
は
一

切
、
置
い
て
な
い
。

カ
フ
ェ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
（
Ⅷ

円
）
、
カ
プ
チ
ー
ノ
・
ポ
ル
シ

ア
（
伽
円
）
の
他
、
ホ
イ
ッ
プ

ク
リ
ー
ム
に
金
箔
が
浮
い
た
、

貴
婦
人
の
セ
レ
ナ
ー
デ
（
１
，

２
０
０
円
）
は
、
「
ぜ
ひ
お
試

し
下
さ
い
」
と
の
こ
と
。

阪
急
三
宮
駅
前
と
い
う
場
所

柄
、
待
ち
合
わ
せ
に
も
最
適
、

優
雅
に
刻
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

国
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
５
１
１

ス
テ
ラ
三
宮
ビ
ル
３
Ｆ
ｒ
Ｅ
Ｌ
３
３
１

ｌ
１
１
４
６
Ａ
Ｍ
加
・
・
ｍ
ｌ
Ａ
Ｍ
Ｏ
．
．

帥
無
休

瀞､

鷺
＆

塁

☆
肩
を
は
ら
ず
に
、
お
し
ゃ
れ

に
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
！

カ
ス
カ
ー
ド
か
ら
オ
ー
プ
ン

し
た
の
は
お
栖
落
な
ス
ペ
ー

ス
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
倶
楽
部
・
ワ

イ
ワ
イ
ワ
イ
。

高
級
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
料
理
は
、
つ
い
構
え

て
し
ま
う
が
、
こ
の
「
ワ
イ
ワ

イ
ワ
イ
」
は
普
段
着
感
覚
で
料

理
を
楽
し
め
る
。

特
製
自
慢
の
ゴ
マ
だ
れ
と
ポ

ン
酢
だ
れ
で
食
べ
る
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
は
、
個
人
タ
イ
プ
の
鍋

で
、
自
分
の
ぺ
Ｉ
ス
に
合
わ
せ

て
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
Ａ
Ｍ
ｕ

ｌ
Ｐ
Ｍ
３
ま
で
で
、
メ
ニ
ュ
ー

は
豚
し
や
ぶ
定
食
（
剛
円
ｌ
）
、

牛
し
や
ぶ
定
食
（
Ⅷ
円
！
）
、
牛

井
ラ
ン
チ
（
棚
円
）
、
デ
ィ
ナ
ー

メ
ニ
ュ
ー
は
、
牛
し
や
ぶ
コ
ー

ス
（
１
８
５
０
円
）
、
特
選
神
戸

牛
し
や
ぶ
コ
ー
ス
（
２
６
０
０

円
）
、
豚
し
や
ぶ
コ
ー
ス
（
１
５

０
０
円
）
と
、
ど
れ
を
と
っ
て

も
手
頃
な
価
格
で
嬉
し
い
限

り
。
食
欲
の
秋
本
番
、
お
い
し

い
お
肉
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

回
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
５
１
１

ス
テ
ラ
三
宮
ビ
ル
４
Ｆ
ｍ
Ｅ
Ｌ
３
２
２

１
３
９
７
２
Ａ
Ｍ
側
・
・
ｍ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｏ
・
・

岨
無
休

○
で
、
ｚ

●
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
に
輝
く

ス
テ
ラ
三
宮
ビ
ル
の
シ
ョ
ッ

プ
を
ご
紹
介
。

☆
優
雅
に
味
わ
う
カ
プ
チ
ー
ノ

Ｕ
Ｃ
Ｃ
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た

神
戸
カ
プ
チ
ー
ノ
倶
楽
部
は
、

が
集
合
。
ク
リ
ッ
ィ
ァ
、
ク
リ

ッ
ィ
ア
ポ
ワ
、
ポ
ワ
バ
イ
ク
リ

ッ
イ
ア
、
ク
リ
ッ
イ
ア
ジ
ー
ン

ズ
と
フ
ァ
ン
な
ら
ば
必
ず
の
ぞ

い
て
ほ
し
い
シ
ョ
ッ
プ
。
今
年

は
短
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
パ
ン
ツ

が
当
店
の
お
す
す
め
で
す
。

国
問
い
合
せ
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
３
１
１
４
７
０

７
Ａ
Ｍ
汎
・
・
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
７
・
・
㈹
水
咽
休

ｚ
ｍ
一
三
②

☆
サ
ノ
ヘ
が
新
し
く
な
っ
た
Ｉ

サ
ノ
ヘ
が
イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン

ド
ク
リ
ッ
ィ
ア
専
門
店
と
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
。
幅

広
い
年
齢
層
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
ク
リ
ッ
ィ
ア
全
ブ
ラ
ン
ド
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③
相
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ

マ
ン
主
義
を
観
賞
す
る

㈱
丸
善
が
仏
革
命
剛
年
を

記
念
し
、
「
ロ
マ
ン
派
絵
画

と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の

ガ
ラ
ス
展
』
を
９
月
９
日
ｌ

ｎ
日
ま
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

人
間
が
持
つ
劇
的
な
内
而

と
幻
想
的
精
神
の
表
現
を
テ

ー
マ
に
四
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
広
ま
っ
た
ロ
マ

ン
主
義
。
そ
の
旗
手
ド
ラ
ク

ロ
ア
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
タ
ー

ナ
ー
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
ら
巨
匠

の
作
品
約
伽
点
を
展
示
の

他
、
世
界
を
風
廃
し
た
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ポ
ー
の
ガ
ラ
ス
工

芸
品
印
点
が
揃
っ
た
。
ド
ラ

ク
ロ
ア
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
・
一

シ
リ
ー
ズ
、
ル
ー
ベ
ン
ス

「
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
の
あ

る
風
景
」
な
ど
見
逃
せ
な
い

名
作
が
人
気
を
博
し
た
。

『
○
℃
一
○
の

⑨
本
高
砂
屋
か
ら
発
行
さ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｒ
総
「
味
文
庫
」
が
９
号
を

迎
え
、
ま
す
ま
す
好
評
。
冬
場
に

む
け
て
〃
蒸
す
“
を
テ
ー
マ
に
特

集
を
組
ん
で
い
る
。
中
で
も
庄
野

真
代
さ
ん
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
と

森
枝
卓
さ
ん
（
ジ
十
１
ナ
リ
ス
ト
）

に
よ
る
対
談
で
は
、
ア
ジ
ァ
各
国

の
珍
し
い
蒸
し
料
理
に
ふ
れ
て
興

味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

③
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
の
お

Ｆ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
Ａ
サ
ロ
ン
・
デ
ル
・
リ
プ
ロ
Ｖ

内
に
〃
日
本
ワ
イ
ル
ド
協
会
関
西

支
部
局
“
が
開
設
さ
れ
、
第
１
回

世
紀
末
セ
ミ
ナ
Ｉ
一
・
サ
ロ
メ
考
ｌ

愛
の
舞
踏
」
が
行
な
わ
れ
る
。

日
時
・
加
月
廻
日
（
金
）
塑
時
妬

分
ｌ
即
時
躯
分
場
所
・
ホ
テ
ル

ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
巧
Ｆ
ア
ン
ダ
ル

シ
ア
の
間
講
師
・
堀
江
珠
将
氏

（
園
田
学
園
女
子
大
学
助
教
授
・

日
本
ワ
イ
ル
ド
鵠
会
副
会
長
）

参
加
賀
・
１
，
０
０
０
円

⑥
創
立
弱
間
年
を
迎
え
る
田
崎
真

珠
か
ら
ビ
ッ
グ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ク

イ
ズ
「
田
崎
其
珠
は
今
年
創
立
○

○
周
年
」
、
○
○
に
あ
て
は
ま
る
数

字
と
、
〒
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
衝
番
号
、
性
別
、
職
業
を

官
製
ハ
ガ
キ
に
記
入
の
上
や
〒
卸

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
１
３

１
２
田
崎
真
珠
㈱
企
画
広
報
部

に
送
れ
ば
抽
選
の
上
、
ク
イ
ー
ン

エ
リ
ザ
ベ
ス
に
よ
る
台
北
・
香
港

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
２
組
、
同
じ
く

１
泊
２
口
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
２

組
、
招
待
さ
れ
る
。

締
切
り
は
、
月
誕
日
。
こ
の
機

会
に
ド
シ
ド
シ
ご
応
募
を
／

ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
巧
Ｆ
ア

に
よ
る
台
北
・
香
港

ク
を
２
組
、
同
じ
く

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
２

れ
ろ
。

、
月
誕
日
。
こ
の
機

シ
ご
応
募
を
／

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
癖
劫
錨
喰
匝
か
唾

》
》
需
畳
》
》
》
墨
》
》
》
識
》
》
Ｅ
》
》
》
》
》
》
》
》
》

③ＹｉＹｉＹｉより
しゃぶしゃぶコースを

今、話題の夜型ピル、ステラ
三宮にオープン。しゃぶしゃぶ
倶楽部・ＹｉＹｉＹｉ･ 自慢のゴマ
だれとポン酢で味わうしゃぶし
ゃぶの味は格別。気軽にワイヮ
イヮイと愉しもう／￥1 ‘8 5 0 の
牛しやぶコースをペア３組域に
ご招待。

P E O P L E ＜7 5 ＞

②女性の感性を大切に…
細田宜くモロゾフ・センター街ショップ店長＞
昨年から､ センター街の店長を務める。
「お客様に喜んでいただく為、期待どお
りのサービスと品揃えにいつも気をくば
っています｡ 」従業員3 0 名のうち､ 2 0 鵜が
女性、こちらも気をつかいますね？
「そうですね、女性特有の感性を生かす
声
フ
、
ン
ク

よ
で
オ
イ

うに心掛けてますけど｡ 」と、あくま
、優しく、甘く､ モロゾフ風にかわす。
ン・タイムがソフトな反面、オフはバ
クに夢中と､ ハードにせまる細田さん。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

▽
応
募
方
注
⑲
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
粉

望
す
る
商
品
名
を
明
妃
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

巾
－
．
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
『
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
叩
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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☆
夢
み
る
よ
う
に

ね
む
り
た
い

如
月
掴
日
（
金
）
・
胆
日
（
土
）
旭
時

栂
日
（
日
）
Ｍ
時
星
電
社
・
ラ
ピ
リ
ン

グ
ホ
ー
ル
南
館
８
Ｆ

都
会
で
は
、
ね
む
り
た
く
て

も
、
ね
む
ら
れ
な
い
と
い
う
現

宝
石
を
盗
む
こ
と
に
飽
き
て
、

夢
を
盗
む
よ
う
に
な
っ
た
の
が

原
因
で
あ
る
ら
し
い
。
ル
パ
ン

三
世
が
な
ん
と
、
百
歳
の
老
婆

で
あ
っ
た
？
と
い
う
奇
想
天
外

な
発
想
を
原
点
に
そ
の
夢
泥
棒

を
追
う
峰
不
二
子
。
劇
舎
唇
気

楼
が
、
笑
い
と
．
ヘ
ー
ソ
ス
の
中

に
病
ん
だ
社
会
を
浮
き
彫
り
に

す
る
。

〃
一
一
一
一
美
術

彼
の
刀
画

団
の
世
界
に

岸
描
か
れ
る

女
性
た
ち

薗
音

楽

☆
山
下
ト
リ
オ
、

ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
を
弾
く

加
月
抑
日
（
祝
）
旧
時
神
戸
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
・
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
４
，

５
０
０
円
（
消
費
税
込
）

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
と
の
異
種
格
闘
技
を

い
る
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ

ー
の
セ
シ
ル
・
マ
ク
ピ
ー
（
ｂ
）

と
フ
エ
ロ
ー
ン
“
ア
ク
ラ
フ

（
肱
）
と
の
ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
な
う
。

今
回
は
、
ア
メ
リ
カ
の
生
ん

だ
最
大
の
作
曲
家
Ｇ
・
ガ
ー
シ

ュ
ウ
イ
ン
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ

ン
バ
ー
を
演
奏
し
て
い
る
ア
ル

バ
ム
「
プ
レ
イ
ズ
・
ガ
ー
シ
ュ
ウ

イ
ン
」
の
発
売
を
記
念
し
て
の

ツ
ア
ー
の
為
、
〃
山
下
ら
し
さ
″

を
求
め
る
フ
ァ
ン
は
勿
論
、
ジ

ャ
ズ
ビ
ギ
ナ
ー
も
待
ち
焦
が
れ

る
熱
い
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
期
待
で

き
る
。
こ
の
強
力
な
ユ
ー
ラ
ト

は
卯
隼
小
価
の
新
山
下
ト
リ
オ
を

予
感
さ
せ
る
興
奮
の
注
目
株
。

☆
極
め
て
賛
沢
な

ひ
と
と
き
を
…

加
月
Ⅷ
日
（
水
）
栂
時
神
戸
文
化
ホ
ー

■

続
け
て
き

輔
た
山
下
洋

跨
輔
が
、
最

山
も
意
欲
を

燃
や
し
て

輯

二

鵜

鱗鱗別
公
演
は
、
世
界
で
初
め
て
実

現
す
る
「
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ

４
本
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
イ
ス
弦

楽
四
重
奏
」
。

室
内
楽
の
量
局
峰
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ス
四
重
奏
団
が
、
名
器
ス

ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
を
弾
き
、
歴

史
的
感
動
を
呼
び
起
こ
す
。

名
手
が
、
名
器
で
、
名
曲
を

奏
で
る
記
念
す
べ
き
コ
ン
サ
ー

ト
を
お
見
逃
し
な
く
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
２
組
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名

を
明
記
し
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ

ャ
ー
・
そ
ご
う
」
係
ま
で
。

☆
マ
ン
ト
ヴ
ァ
ー
ニ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

仙
月
泌
日
（
土
）
肥
時
鋤
分
神
戸
国
際

会
館
大
ホ
ー
ル
Ｓ
席
６
，
５
０
０
円

Ａ
席
５
，
０
０
０
円
Ｂ
席
４
，
０
０
０

円
（
消
饗
税
込
）

本
公
演
は
指
揮
者
に
サ
ミ
ュ
ェ

ル
・
フ
リ
カ
ー
ノ
を
迎
え
て
、

紡
ぐ
よ
う
に
美
し
く
、
秋
の
夕

べ
に
響
き
わ
た
る
。
厚
味
の
あ

ル
中
ホ
ー
ル
Ｓ
席
１
０
，
３
０
０
円

Ａ
席
８
，
２
４
０
円
（
消
壁
税
込
）

鍵識

世界初の
シツク
ヤクラそ
ルスッご
特ペシう

を
２
年
ぷ

イ
リ
４
回
目

一
テロ

の
マ
ン
ト

メぃ
ヴ
ァ
ー
ニ

し優
・
オ
ー
ケ

に秋
ス
ト
ラ
日

雲

出
光
美

図
術
館
は
、

鋤
出
光
興
産

続
創
業
者
の

老
故
・
出
光

佐
三
氏
が

子鶏 Ｚ

る
ス
ト
リ
ン
グ
ス
が
叙
情
的
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
・
ラ
イ
ン
を
う
た

い
あ
げ
る
マ
ン
ト
ヴ
ァ
ー
ニ
は

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
だ
が
、
心
に

深
く
残
存
す
る
。亀

演

劇

ゼ
ニ
ｙ
ｎ
ｐ
塾
Ｉ
剃
琶
詞
濯
ｓ
Ｌ

代
病
が
流

症
行
し
て
い

ま
る
。
そ
れ

鑑
は
ど
う
も

夢
怪
盗
ル
。
ハ

ン
三
世
が

侭
仏
像
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を

と
り
、
そ
の
顔
は
冥
想
に
沈
ん

で
い
る
。

精
神
的
深
み
を
求
め
て
絵
画

研
究
を
つ
づ
け
た
神
秘
の
世
界

・
全
館
点
を
展
示
。

創
立
し
た
世
界
的
に
知
ら
れ
る

東
洋
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

宝
庫
。
今
回
、
重
要
文
化
財
４

点
を
含
む
日
本
美
術
の
名
品
加

点
を
展
示
す
る
。

☆
安
藤
義
茂
刀
画
展

９
月
２
日
（
土
）
ｉ
如
月
配
日
（
日
）
脚

時
１
打
時
（
入
場
肥
時
如
分
ま
で
月
曜

日
休
館
）
伊
丹
市
立
美
術
館
一
般
２

０
０
円
大
高
生
１
５
０
円
小
中
生
１

０
０
円水

彩
絵
具
等
を
使
っ
て
重
厚

な
絵
肌
を
作
り
出
す
技
法
（
刀

画
）
を
創
出
し
、
独
自
の
画
境

を
切
り
開
い
た
安
藤
義
茂
。

ﾛ
☆
出
光
美
術
館
名
品
展
ｌ

日
本
絵
画
・
陶
磁
の
美

加
月
加
日
（
祝
）
ｌ
荊
月
５
日
（
日
）
加

時
ｌ
岬
時
姫
路
市
立
美
術
館
（
如
月
Ⅷ
日

と
月
唖
日
休
館
）
一
般
９
０
０
円
、
大
高

生
７
０
０
円
、
中
小
生
５
０
０
円

１
１４４
１

雷蕊蕊蕊
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☆
大
丸
美
術
画
廊

大
丸
洋
画
展
ｍ
／
５
１
ｍ
／
、

現
代
イ
タ
リ
ア
大
理
石
彫
刻
・
緒
方
良

信
展
、
／
狸
１
ｍ
／
Ⅳ

賀
：

★
市
民
映
画
劇
場
「
メ
イ
ト
ワ
ン
」

哩
日
（
木
）
・
週
日
（
金
）
、
時
釦
分
叫
日

（
土
）
週
時
釦
分
・
妬
時
巧
分
・
犯
時
釦

分
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
ー
、
０
０
０
円

唾
鴇

習
の
根
づ
く
社
会
で
、
自
分
を

欺
か
ず
に
正
直
に
生
き
て
い
こ

☆
ひ
と
月
の
夏

如
月
中
旬
よ
り
「
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
３
」
に

て
口
Ｉ
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
，
６
０
０
円

大
高
生
１
，
３
０
０
円

☆
も
と
ま
ち
寄
席
恋
雅
亭

、
日
（
火
）
躯
時
釦
分
元
町
風
月
堂

ホ
ー
ル
ー
、
２
０
０
円

☆
伴
・
阿
部
舞
踊
研
究
所
リ
サ
イ
タ
ル

”
日
（
日
）
猫
時
神
戸
国
際
会
館
大

ホ
ー
ル
２
，
５
０
０
円

質蕊☆
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
愛
好
会
定
期
演
奏
会

１
日
（
日
）
９
時
兵
庫
県
民
小
劇
場

５
０
０
円

☆
東
京
ク
ロ
イ
ッ
室
内
合
奏
団
演
奏
会

５
日
（
木
）
蝿
時
兵
庫
県
民
小
劇
場

３
，
０
０
０
円

★
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
神
戸
第
２
夜
「
ジ

ュ
ピ
タ
ー
」
交
響
曲

６
日
（
金
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
，
０
０
０
円

☆
八
馬
加
代
子
リ
サ
イ
タ
ル

７
日
（
土
）
羽
時
神
戸
国
際
交
流
会

館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
５
，
０
０
０
円

☆
マ
ラ
ン
ド
楽
団

ｎ
日
（
水
）
蝿
時
鋤
分
神
戸
国
際
会

館
大
ホ
ー
ル
Ｓ
席
６
，
０
０
０
円

Ａ
席
４
，
５
０
０
円
Ｂ
席
３
，
５
０

０
円

☆
ロ
ー
ラ
ン
・
ド
ガ
レ
イ
ュ
と
仲
間
た

ち哩
日
（
木
）
四
時
神
戸
外
国
ク
ラ
ブ

３
，
０
０
０
円

☆
飛
朔
す
る
音
楽
家
た
ち

週
日
（
金
）
羽
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
ー
、
５
０
０
円

園
夏 蕊

映
画

ヨークシャーにて

伝ど部めり
統、屋のスヨ
や古Ｌ一い員モ
因きない眺１

う
と
す
る
若
者
の
青
春
像
を
描

い
た
イ
ギ
リ
ス
映
画
の
数
々
・

徴
密
な
演
出
と
映
像
美
、
役
者

の
気
品
は
観
る
者
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
。
前
記
の
作
品
も
そ

う
だ
が
、
こ
こ
に
又
、
フ
ァ
ン

の
期
待
に
応
え
る
イ
ギ
リ
ス
映

画
の
秀
作
が
誕
生
し
た
。
戦
争

で
心
に
傷
を
負
っ
た
青
年
が
ヨ

ー
ク
シ
ャ
ー
の
片
田
舎
を
訪
れ

る
。
そ
こ
で
過
ご
す
ひ
と
月
の

夏
の
出
来
事
。
映
像
が
醸
し
出

す
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
精
神
を

浄
化
す
る
よ
う
な
映
画
で
あ

る
。☆

ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
・
リ
サ
イ

タ
ル型日

（
金
）
廻
時
宝
塚
ベ
ガ
・
ホ
ー

ル
４
，
５
０
０
円

☆
関
西
二
期
会
「
椿
姫
」

過
日
（
金
）
・
叫
日
（
土
）
皿
時
釦
分

巧
日
（
日
）
皿
時
Ｓ
席
６
，
０
０
０

円
Ａ
席
５
，
０
０
０
円
Ｂ
席
４
，

０
０
０
円
Ｃ
席
３
，
０
０
０
円
特

Ｓ
席
８
，
０
０
０
円

☆
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
テ
ィ
・
カ
ン

パ
ニ
ー

型
日
（
土
）
四
時
神
戸
国
際
会
館
大

ホ
ー
ル
５
，
０
０
０
円

☆
神
戸
ブ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

浬
日
（
日
）
型
時
訓
分
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
ー
、
５
０
０
円

★
佐
藤
陽
子
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

”
日
（
金
）
９
時
兵
庫
県
民
小
劇
場

３
℃
０
０
０
画
脚

☆
第
一
回
中
田
博
之
の
世
界

記
日
（
土
）
班
時
神
戸
国
際
交
流
会

館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
５
，
０
０
０
円

☆
劇
団
民
雲
公
演
「
天
使
と
の
二
○

分
」
喜
劇
二
題
妬
：

畿 呼
唱
ｕ
拙
識
侭
燕
瞬
蝉

Ｃ
誰
を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
の
か
…
。
そ
れ
は
本
人

に
さ
え
分
か
ら
な
い
謎
。
嵐
の

よ
う
に
突
然
、
そ
の
感
情
は
や

っ
て
き
て
、
心
の
中
を
駆
け
め

ぐ
る
。イ

ギ
リ
ス
の
緑
豊
か
な
農

村
、
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
、
そ
し
て

ロ
マ
ン
に
み
ち
た
加
年
代
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
背
景
に
綴
る
、

こ
の
ひ
と
夏
の
恋
の
悲
劇
は
ノ

ー
ベ
ル
賞
作
家
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー

ジ
ー
の
小
説
「
林
檎
の
樹
」
の

映
画
化
だ
が
、
原
作
以
上
に
、

愛
と
人
生
を
問
い
か
け
る
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
氏
名
・
住
所
・

映
画
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ

ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
・
映
画
係
」
ま
で
。

Ⅳ
日
（
火
）
咽
時
亜
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
３
，
２
９
０
円
あ
じ
さ
い

シ
ー
ト
ー
、
０
３
０
円

☆
サ
マ
ー
ス
ト
ー
リ
ー

加
月
中
旬
よ
り
「
三
宮
ロ
ッ
ポ
ニ
カ
」
に

て
口
ｌ
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
，
６
０
０
円

大
高
生
１
，
３
０
０
円

松☆出☆平★中☆画☆創福西ピ☆松フ黒坂☆陶ガ
方神光姫本ギ国白家近作島村エ海尾ラ井口そ芸レ
コ戸美路美ヤの餌た代ジ消よ１文洋ン－日ご彩’
し市術市雄ラ美美ち美ユ個うル堂明ス楽出う虹・
ク立館立展リ術術の術エ展の・ギ油近父樹美会ド
ジ美名美Ｉ館関館リ不ポヤ絵代子個術展Ｉ
ヨ術品術あ西思ンラ個絵展展画ム
ン館展館じ展識コリ展画廊逸

９展１０ユＯさ９１０１０１０１０な１０パリ１０１０展１０１０１０１０品
／／／い／／／／／世／ン／／／／／／展
１４１０１７８７２８２１１４界７絵２５１８１０４２６１９
１１１１１１１１１画ｌｌＩｌｌＩ
１１１１１０１１１１１１ユ０１０１０展１０１０１０１０ユ０ユ０
／／／／／／／／／／／／／／／
2 ６５２８３０２６３２７２０１３３０２３１６９３１２４

に
つ
い
て

ｌ
ｌ４５
ｉ

古
典
芸
能

あ
な
た

に
語
り
か

垣
け
ま
す
。

極
愛
に
つ
い

て
、
人
生
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も
う
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
の
だ
が
八
○
分
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
「
宇
宙
へ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
Ｆ
Ｏ
Ｒ
・

Ａ
Ｌ
Ｌ
・
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
（
一
九
八
八
年
。
ア
メ
リ
カ
）
と
い

う
の
が
九
月
末
か
ら
東
京
で
公
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
見
た

私
は
〃
月
″
の
上
を
私
自
身
が
フ
ン
ワ
リ
コ
ン
フ
ン
ワ
リ
コ
ン
と

泳
ぐ
か
の
よ
う
に
歩
い
た
さ
っ
か
く
に
落
ち
た
。
こ
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
は
、
今
年
の
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
八
九
年
度

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
け
て
い
る
。
思
え

ば
活
動
写
真
が
発
明
さ
れ
て
ま
も
な
き
頃
、
早
く
も
「
月
世
界
旅

行
」
な
る
空
想
ト
リ
ッ
ク
活
動
写
真
が
作
ら
れ
て
か
ら
、
こ
ん
に

じ
つ
し
ゃ

ち
、
つ
い
に
ホ
ン
ト
ウ
に
そ
の
実
写
が
映
画
に
よ
っ
て
公
開
の
日

が
訪
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
か
ら
月
の
上
を
彼
ら
ア

ポ
ロ
宇
宙
飛
行
士
た
ち
が
月
の
砂
の
上
を
フ
ン
ワ
リ
コ
ン
と
浮
く

が
ご
と
く
歩
く
そ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
こ
そ
幾
百
の
劇
映
画
の
迫
力

も
及
ば
ぬ
カ
ン
ゲ
キ
。
こ
れ
を
感
激
の
一
一
文
字
で
お
さ
め
得
ず
カ

ン
ゲ
キ
な
る
カ
ナ
ヅ
チ
文
字
で
記
し
た
る
も
こ
の
月
の
上
を
歩
く

人
間
を
信
じ
て
よ
き
や
と
い
ま
だ
に
う
た
ぐ
る
ゆ
え
ん
と
思
わ
れ

て
も
よ
ろ
し
く
、
満
月
わ
が
家
の
庭
に
そ
の
光
そ
そ
ぎ
な
ぱ
今
も

っ
て
全
裸
で
そ
の
月
影
し
た
い
て
庭
じ
ゅ
う
を
走
り
廻
わ
る
わ
が

身
に
と
っ
て
は
、
そ
の
月
を
土
足
（
ど
そ
く
）
を
も
っ
て
踏
み
に

ぢ
る
こ
と
の
人
間
の
無
情
。
わ
れ
あ
の
月
を
地
上
よ
り
は
る
か
あ

お
げ
ば
満
月
は
銀
の
盆
、
三
日
月
は
銀
の
船
、
そ
の
美
し
さ
見
つ

め
れ
ば
身
も
だ
え
せ
ん
ば
か
り
の
こ
れ
ぞ
美
の
極
致
。
こ
の
月
に

･混聖蕊寿。
左

Ｆ
』
■
■
■
■
■
■
■
二
■
■
■

１
１４６
１

奇
蹟
は
起
り
得
る
こ
と
の
こ
わ
さ
う
れ
し
さ
…
．
．

明
石
を
照
ら
す
月
を
あ
お
ぎ
て
…
…
。

さ
て
、
話
は
変
り
、
さ
る
七
月
二
十
九
日
、
私
に
お
き
ま
し
て

は
、
懐
し
や
明
石
な
る
と
こ
ろ
に
て
の
講
演
。
兵
庫
生
そ
の
西
柳

、
、
、

原
育
ち
の
私
に
と
り
ま
し
て
は
明
石
は
ま
さ
に
身
う
ち
。
と
一
」
ろ

し
ん
じ
っ
、
、
、

が
こ
れ
が
実
は
真
実
の
み
う
ち
。
》
」
れ
な
る
は
あ
と
に
て
申
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
さ
て
そ
の
出
発
前
夜
、
豪
雨
を

も
ち
ま
し
て
静
岡
熱
海
間
Ｊ
Ｒ
ス
ト
ッ
プ
。
東
京
駅
に
気
の
早
い

私
め
は
乗
る
べ
き
グ
リ
ー
ン
車
そ
の
発
車
時
刻
を
恥
づ
か
し
や
一

時
間
も
早
く
そ
の
前
す
で
に
ホ
ー
ム
に
立
っ
た
が
ゆ
え
に
こ
そ
、

向
っ
て
人
間
の
月
面
着
陸
。
こ
れ
が
今
を
去
る
二
○
年
ま
え
の
じ

っ
さ
い
。
こ
れ
ぞ
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
大
陸
発
見
以
上
。
そ
の
さ
ま
を

イ
ロ
ハ
の
イ
か
ら
こ
ま
ご
ま
と
、
我
れ
自
身
そ
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
あ

じ
つ
か
ん

る
が
ま
ま
の
実
感
を
も
ち
、
フ
ィ
ル
ム
に
お
さ
め
た
る
、
》
」
の
奇

賦
と
も
思
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
そ
の
感
激
、
そ
の
感
涙

は
、
も
は
や
カ
ン
ゲ
キ
、
カ
ン
ル
イ
な
る
文
字
を
も
ち
い
て
示
す

が
よ
ろ
し
く
、
感
激
感
涙
で
は
あ
ま
り
に
も
地
上
わ
れ
ら
の
身
に

お
さ
ま
り
す
ぎ
る
。
と
に
か
く
こ
の
「
宇
宙
へ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
」
な
る
映
画
、
い
ま
よ
り
五
○
年
、
い
ま
よ
り
八
○
年
、
い
ま

と
し
た
き
ち
よ
う

よ
り
九
○
年
と
、
年
立
つ
ほ
ど
に
貴
重
と
な
る
は
一
一
一
一
戸
う
ま
で
も
な

く
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
そ
の
こ
ろ
に
空
想
し
た
る
ト

リ
ッ
ク
活
動
大
写
真
「
月
世
界
旅
行
」
、
こ
れ
が
…
あ
あ
今
や
、

ほ
ん
と
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
の
こ
わ
さ
。
し
か
も
そ
れ
を
実
写

と
し
て
撮
影
し
た
る
そ
の
時
が
来
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
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イ
ン
ネ
ン
、
思
わ
ず
語
り
し
も
、
九
十
一
歳
で
戦
時
中
に
死
せ
る

父
、
あ
の
世
よ
り
私
を
呼
び
招
き
〃
ナ
ガ
ハ
ル
、
イ
ッ
。
ヘ
ン
、
ア

カ
シ
デ
コ
ウ
エ
ン
セ
イ
ョ
〃
と
命
じ
た
る
や
も
知
れ
ぬ
こ
の
私
の

熱
の
入
れ
か
た
。

か
か

か
く
て
講
演
す
ま
し
ホ
ッ
と
ひ
と
い
き
の
と
こ
ろ
係
り
の
人
、

な
に
や
ら
一
通
の
手
紙
。
な
に
か
と
封
切
ら
ぱ
ア
レ
ョ
ア
レ
ョ
と

ば
か
り
の
お
ど
ろ
き
び
っ
く
り
。
そ
の
手
紙
の
ぬ
し
な
る
人
こ
そ

は
明
石
の
楠
茂
太
郎
。
し
か
も
そ
の
手
紙
の
な
か
為
か
の
近

ま
ご

安
料
亭
の
お
孫
さ
ま
ら
し
く
・
と
な
る
と
わ
が
父
の
弟
の
お
孫
さ

ん
。
こ
う
な
れ
ば
何
故
に
講
演
に
耳
か
た
む
け
て
く
れ
な
ん
だ
と

読
む
う
ち
に
実
は
こ
の
ご
じ
ん
神
戸
の
北
長
狭
通
の
ア
ラ
イ
ガ
ラ

ス
ピ
ル
一
階
に
そ
の
名
も
〃
近
安
″
な
る
店
名
か
か
げ
て
の
御
店

は
ん
じ
よ
う
。
ち
ょ
う
ど
講
演
始
ま
り
し
こ
ろ
は
仕
入
れ
の
鮮
魚

ち
よ
つ
追
う

か
か
え
て
北
長
狭
へ
直
行
せ
ず
ぱ
な
ら
ぬ
時
刻
と
か
。
か
く
て
手

紙
を
置
か
れ
て
北
長
狭
へ
走
ら
れ
た
こ
と
わ
か
り
、
こ
の
た
び
の

わ
が
明
石
の
講
演
、
こ
れ
ぞ
ア
ポ
ロ
の
月
面
着
陸
に
も
似
た
る
シ

ョ
ッ
ク
。
か
く
て
人
の
世
、
い
ろ
い
ろ
な
る
大
シ
ョ
ッ
ク
、
中
シ

ョ
ッ
ク
、
小
シ
ョ
ッ
ク
あ
り
て
今
回
は
世
界
の
大
シ
ョ
ッ
ク
と
、

私
ご
と
の
チ
ッ
コ
イ
チ
ッ
コ
イ
・
小
シ
ョ
ッ
ク
の
ふ
た
つ
ぱ
な

し
。
失
礼
さ
ん
で
し
た
。

蕊

ま
ま
よ
と
ば
か
り
に
私
の
乗
る
べ
き
シ
ン
カ
ン
セ
ン
の
ひ
と
つ
ふ

た
つ
み
つ
つ
よ
っ
つ
い
つ
つ
ま
え
、
そ
の
列
車
、
い
ま
だ
目
前
に

あ
る
を
見
て
、
ま
ま
よ
と
ぱ
か
り
に
そ
れ
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
こ
と

が
幸
い
し
て
、
よ
う
や
く
明
石
の
ホ
テ
ル
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
、
そ
の

定
め
ら
れ
た
る
講
演
時
刻
の
十
分
お
く
れ
に
馳
け
つ
け
た
と
い
う

ス
リ
ル
。
こ
れ
は
ア
ポ
ロ
月
面
着
陸
と
は
ど
だ
い
ケ
タ
が
違
う
と

は
い
え
私
に
と
り
ま
し
て
は
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
ひ
と
し
く
、
ホ
ッ

と
ひ
と
い
き
。
か
く
て
そ
の
日
の
講
演
、
熱
は
い
り
力
こ
も
り
二

時
間
余
、
し
か
も
立
っ
た
ま
ま
、
水
一
滴
と
て
口
に
そ
そ
が
ぬ
我

ね
つ
え
ん

な
が
ら
熱
演
。
し
か
し
こ
れ
に
は
実
は
深
い
わ
け
あ
り
て
ハ
イ
明

石
こ
そ
実
に
わ
が
父
の
ふ
る
さ
と
。
母
が
好
き
父
が
嫌
い
の
私
に

、
、
、
、
、
、
、

と
り
ま
し
て
は
、
そ
の
父
の
ふ
る
さ
と
に
何
の
み
れ
ん
し
ゅ
う
ち

、
、
や
く
も
な
く
声
」
の
七
○
年
あ
ま
り
足
踏
み
入
れ
た
｝
」
と
と
て
な

し
。
し
か
る
に
思
え
ば
わ
が
父
（
長
男
）
の
弟
そ
の
ひ
と
明
石
の

、
、
、
、

駅
弁
の
料
理
も
と
。
ま
た
そ
の
下
の
父
の
弟
は
、
明
石
の
料
亭
の

近
安
の
主
人
。
思
え
ば
こ
の
近
安
か
ら
船
を
出
し
夏
の
夕
刻
、
明

石
の
夕
な
ぎ
も
静
か
な
る
沖
合
い
で
、
家
族
一
同
そ
の
船
の
な
か

で
の
夕
食
の
美
し
く
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
父
の
ふ
る
さ
と

せ
い

明
石
。
そ
の
父
の
家
の
姓
は
ク
ス
ノ
キ
。
思
わ
ず
知
ら
ず
私
は
映

画
講
演
中
に
か
く
な
る
イ
ワ
ク
イ
ン
ネ
ン
の
我
が
父
と
明
石
な
る

溌騨議闇鶴

蕊弱目醗焔

：
①今や月而蓋瞳②月の上をフンワリフンワリ
③月よりはるか地球左望む

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



中
に
は
温
め
ら
れ
る
も
の
も
あ

り
、
「
ま
だ
開
店
し
た
ば
か
り

な
の
で
、
と
に
か
く
た
く
さ
ん

の
人
に
来
て
貰
い
た
い
」
と
の

こ
と
。

回
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
さ
ん
ち
か
内

Ａ
Ｍ
岨
印
加
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
函
叩

琶
迦
１
１
６
８
２

▼
お
店
の
雰
囲
気
づ
く
り
は

あ
な
た
に
お
任
せ

グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
全
盛
の

頃
、
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

し
た
山
崎
茂
樹
さ
ん
の
店
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
バ
ー
〃
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｈ
〃

が
８
月
型
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
造

り
の
店
で
、
雰
囲
気
は
「
お
客

様
が
創
り
出
し
て
く
れ
れ
ば
」

マスターも気さくに笑顔で応対

オ
リ

◆
魯
山
人
の
大
正
時
代
の

メ
ニ
ュ
ー
を
再
現

８
月
妬
日
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
の
〃
美

食
倶
楽
部
″
で
日
本
料
理
研
究

家
の
松
浦
沖
太
先
生
を
迎
え
て

食
談
会
が
催
さ
れ
た
。

食
事
は
和
食
の
コ
ー
ス
で
、

大
正
時
代
の
魯
山
人
（
美
食
倶

楽
部
創
設
者
）
の
メ
ニ
ュ
ー
を

料
理
長
が
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
も
の
で
、
そ
の
一
番
弟
子

だ
っ
た
松
浦
先
生
は
「
へ
べ
れ

け
に
な
っ
て
も
微
妙
な
味
の
違

い
が
分
っ
た
」
と
魯
山
人
の
味

に
対
す
る
厳
し
さ
を
語
っ
た
。

器
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
長
年

培
わ
れ
た
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

い
る
魯
山
人
ら
し
い
話
。

美
食
倶
楽
部
で
は
、
「
今
後

び
っ己

ニ
ュ
ー

＄

松浦先生（中央）を囲んで

ル
パ
ー

〃
ト
ゥ
ー
ル
・
ド
ー
ル
″
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
ー
ト
。
種
類
も

多
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ

ア
に
富
ん
だ
も
の
ば
か
り
で
、

つ
い
手
を
延
ば
し
た
く
な
る
。

も
こ
う
し
た
試
み
を
し
て
行
き

た
い
」
と
の
こ
と
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
１
丁
目
○
局
諺

３
Ｆ
官
醜
Ｉ
２
８
０
０

Ａ
Ｍ
Ⅲ
配
卯
Ｉ
Ｐ
Ｍ
的
”
、

△
⑪
お
弁
当
、
惣
菜
の
店

さ
ん
ち
か
に
オ
ー
プ
ン

８
月
詔
日
、
さ
ん
ち
か
に
お

弁
当
、
お
む
す
び
、
惣
菜
な
ど

の
お
店
〃
属
：
①
Ⅲ
巨
庵
″
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
評
判
の

お
弁
当
に
ミ
ニ
井
、
変
わ
り
お

む
す
び
、
和
洋
惣
菜
、
ヘ
ル
シ
ー

な
サ
ラ
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
店

識蝉鑑識鞍避ミ, 襖

こんなに明るいお店です

″
最
後

と
、
自
由
な
と
こ
ろ
が
ウ
ケ
て

い
る
。
世
界
の
ビ
ー
ル
と
カ
ク

テ
ル
は
百
種
類
近
く
揃
っ
て
い

て
、
何
よ
り
も
安
い
の
が
魅
力
。

待
ち
合
わ
せ
に
、
喫
茶
店
代
り

に
も
利
用
出
来
そ
う
。
ま
た
、
お

客
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え

て
ビ
デ
オ
も
流
し
て
く
れ
る
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
Ｚ
ｌ
５
ｌ
１

タ
イ
シ
ン
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
３
Ｆ
Ｐ
Ｍ

６
１
Ａ
Ｍ
３
茸
理
１
２
８
３
８
無
休

エ
ン
ガ
／

ク
ア
ベ

の
〃
、
色

年
″
と
０
０
１

の
別
セ
ン
ト
″
か
ら
１
周

年
を
記
念
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
ペ
ア
で
５
組
ず
つ
無
料

チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
・
〃
２
０
０
１
年
″
は
し

１
１４８
１■
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錨
本
物
の
パ
ン
を
作
る
店

六
甲
に
オ
ー
プ
ン

阪
急
六
甲
駅
か
ら
南
す
ぐ
の

と
こ
ろ
に
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
し

た
〃
ク
ラ
イ
ネ
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
″

は
、
本
物
の
パ
ン
を
作
る
店
。

パ
ン
の
本
場
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら

買
入
れ
た
釜
で
焼
く
サ
ワ
ー
種

●
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
・

ソ
サ
ィ
ア
テ
ィ
ー

ハ
ン
タ
ー
坂

倶
楽
部
画

中
央
区
山
本
通
２
丁
目
４
１
型
（
ハ

ン
タ
ー
坂
・
リ
ラ
ン
ズ
ゲ
ー
ト
２
Ｆ
）

富
０
７
８
１
２
４
２
１
７
２
９
４

川
皿
犯
１
Ｍ
”
伽
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

／
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）
Ｍ
函
伽

ｌ
拓
雰
的
（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
）
胴

匪
、
１
打
”
釦
（
ク
ロ
ー
ズ
）
仰

睡
犯
ｌ
訓
埜
㈹
（
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム

／
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
）
水
暇
定
休

７
月
号
の
こ
の
欄
で
ご
紹

介
し
た
ラ
・
ビ
ー
・
ト
ロ
ワ

面
。
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

当
初
か
ら
〃
プ
レ
“
宣
言
を

し
た
通
り
、
８
月
末
に
改
装

工
事
に
入
っ
た
。
基
本
的
な 本物を探すならこのお店

公
会
堂
で
、
世
に
も
珍
し
い
ラ

テ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
る
。

画
芦
屋
市
東
山
町
４
１
旧

Ｐ
Ｍ
４
蛇
卯
ｌ
Ａ
Ｍ
１
“
叩
月
明
休

湧
０
７
９
７
１
浬
１
０
１
７
１

４
万
年
脇
役
の
ニ
ン
ニ
ク
を

主
役
の
座
に

全
メ
ニ
ュ
ー
に
ニ
ン
ニ
ク
を

ラ
イ
ン
は
同
じ
だ
が
、
照
明
。

緑
・
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
、
細
部

に
手
を
入
れ
、
微
妙
に
雰
囲
気

を
変
え
た
。
と
同
時
に
ハ
ン
タ

ー
坂
倶
楽
部
Ｅ
と
改
名
、
〃
よ

い
モ
ノ
″
を
求
め
て
、
変
わ
っ

て
い
く
姿
勢
は
大
胆
な
が
ら
、

を
使
っ
た
ミ
ッ
シ
ュ
ブ
ロ
ー
ト

な
ど
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
パ
ン

の
味
は
、
毎
日
買
い
に
訪
れ
る

ド
イ
ツ
人
の
舌
で
証
明
済
み
。

採
算
を
度
外
視
し
た
本
格
高

級
志
向
の
店
。
会
員
制
で
、
予

約
す
れ
ば
、
会
員
に
し
か
販
売

さ
れ
な
い
パ
ン
も
あ
る
。
こ
の

店
を
起
点
に
パ
ン
の
本
物
志
向

か
一
広
め
た
い
と
の
こ
と
。

回
神
戸
市
灘
区
八
幡
町
２
１
６
１
泊

Ａ
Ｍ
７
卵
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
亜
伽
火
唱
休

宮
即
１
３
１
０
３

◆
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
聴
き
な
が
ら

本
場
の
広
東
料
理
を

８
月
加
日
芦
屋
に
オ
ー
プ
ン

し
た
〃
レ
フ
ト
・
ア
ロ
ー
ン
″

は
、
本
場
の
広
東
料
理
と
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
の
店
。
海
外
か
ら
や
っ
て

来
る
プ
ロ
も
い
て
、
味
も
音
も

使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
店
〃
に
ん

に
く
屋
″
が
９
月
型
日
オ
ー
プ

ン
し
た
。
今
ま
で
脇
役
に
甘
ん

じ
て
い
た
ニ
ン
ニ
ク
を
主
役
の

座
に
引
き
上
げ
た
ニ
ン
ニ
ク
料

理
は
、
ロ
門
．
サ
カ
イ
ズ
ガ
ー
リ

ッ
ク
を
使
っ
て
、
翌
日
に
匂
い

が
残
ら
な
い
の
が
大
き
な
特

徴
。
厳
選
さ
れ
た
ワ
イ
ン
が
低

価
格
で
楽
し
め
る
の
も
嬉
し

い
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
模
し

た
内
装
も
凝
っ
て
い
る
。

今
回
は
特
別
に
、
デ
ィ
ッ
シ

ュ
＆
ビ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ご
希
望
の
方

は
、
小
誌
に
ん
に
く
係
ま
で
。

回
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
ｌ
８
ｌ
７

Ｐ
Ｍ
５
恥
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ⅲ
如
卯

宮
廼
１
３
６
０
５

隠蕊

割

今にも崩れそうなユニークな空間

イスタンブール鯛の内装が素敵

１
１４９
１

絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
製
材
所
に
並
ん
で
い
る

そ
の
ま
ま
の
材
木
を
ふ
ん
だ
ん

に
あ
し
ら
っ
た
店
内
は
、
あ
た

か
も
異
空
間
に
迷
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
。
ま
た
、
時
折
、
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
も
手
掛
け
て
い
て
、

近
く
は
ｎ
月
４
日
に
大
阪
中
央

頼
も
し
い
。

吟
味
さ
れ
た
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
ヌ
ー
ベ
ル
キ
ュ
イ
ジ

ー
ヌ
は
ま
す
ま
す
磨
き
が
か

か
り
、
シ
ェ
フ
お
奨
め
の
〃
四

季
の
鑑
賞
メ
ニ
ュ
ー
″
（
８

千
円
）
も
登
場
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
ハ
ー
ブ
テ
イ
ー
や
爽
や
か

な
デ
ザ
ー
ト
も
好
評
だ
。
席

数
、
食
材
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
、
ご
予
約
を
。

■
ハ
ン
タ
ー
坂
倶
楽
部
通
か
ら
「
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
」
を
ペ
ア
３
組
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
く
つ
ろ
い
だ
北
野
の
散

策
の
途
中
に
、
立
ち
寄
る
素
敵
な
テ

ィ
ー
・
プ
レ
イ
ス
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募

下
さ
い
。

希
望
者
は
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
Ｅ

Ｅ
Ｌ
番
号
を
記
入
し
、
〒
剛
神
戸
市

中
央
区
東
町
順
の
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ

月
刊
神
戸
っ
子
「
び
っ
と
い
ん
・
ハ

ン
タ
ー
坂
倶
楽
部
Ｅ
」
係
ま
で
。
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来
年
２
月
に
は
、
神
戸
市
立

博
物
館
で
受
贈
記
念
展
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
同
展
は
ｎ
月
８

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

☆
写
楽
の
正
体
を
探
る

浮
世
絵
研
究
の
第
一
人
者
中

右
瑛
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
８

し
写
楽
「
嵐
竜
蔵
の
金
貸
名
部
金
吉
」

月
記
日
’
９
月
型
日
ま
で
姫
路

市
立
美
術
館
で
「
写
楽
と
浮
世

絵
師
ビ
ッ
グ
３
」
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。

今
回
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
注

目
す
べ
き
は
実
在
記
録
わ
ず
か

加
力
月
、
謎
の
天
才
絵
師
と
し

て
、
今
も
フ
ァ
ン
を
魅
き
つ
け

て
や
ま
な
い
、
東
洲
斎
写
楽
の

作
品
が
数
多
く
揃
っ
た
こ
と
。

世
界
に
残
存
す
る
の
は
２
組
と

い
う
作
品
「
大
童
山
土
俵
入
」
、

ま
た
彼
こ
そ
は
写
楽
で
は
な
い

今

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

鴬 ☆
線
と
色
彩
の
ソ
ナ
タ

「
小
磯
良
平
の
世
界
」
開
催

北
野
町
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
で
、
開
館
一
周
年

を
記
念
し
て
「
小
磯
良
平
の
世

界
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

同
展
で
は
、
今
年
６
月
に
小

磯
画
伯
の
ご
遺
族
よ
り
神
戸
市

へ
寄
贈
さ
れ
た
作
品
、
２
千
点

か
ら
選
び
出
さ
れ
た
妃
点
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
未

公
開
だ
っ
た
作
品
も
数
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。

１
９
２
６
年
作
の
自
画
像
や

初
期
の
め
ず
ら
し
い
南
仏
カ
ー

ニ
ュ
風
景
、
二
人
の
少
女
（
姉

妹
）
な
ど
清
澄
感
溢
れ
る
落
ち

着
い
た
画
格
は
、
帥
年
に
及
ぶ

小
磯
画
伯
の
画
業
の
深
さ
を
物

語
る
。

レ
マ
ン
ト
の
外
国
婦
人
（
１
９
８
０
年
）

古
切
手
の
活
用

私
は
初
め
古
切
手
な
ん
か
集
め
て
ど

う
す
る
の
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
て
い
ま
し

た
。
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
活
動

を
し
は
じ
め
て
も
、
ど
ん
な
ふ
う
に
古

切
手
が
役
に
立
つ
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
先
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

フ
ェ
ス
タ
の
バ
ザ
ー
で
古
切
手
が
シ
ー

ト
に
な
っ
て
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
い
く
ら
き
れ

い
な
シ
ー
ト
に
い
れ
て
も
所
詮
は
古
切

手
な
の
だ
か
ら
売
れ
る
の
か
な
あ
と
不

安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
売
り
始
め
る
と
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
ろ
い
ろ
の
人
が

買
い
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一

人
で
一
万
円
く
ら
い
買
わ
れ
た
お
じ
さ

ん
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
未
使
用
の
切
手
だ
と
思
わ

れ
て
買
い
に
来
ら
れ
た
人
、
ま
た
古
切

手
を
菜
め
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
ど

こ
に
持
っ
て
行
け
ば
よ
い
か
？
と
い
う

質
問
を
さ
れ
る
方
、
な
ど
が
み
ら
れ
ま

し
た
。私

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ブ
ー
ス
タ
の

中
で
、
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
古

切
手
や
木
な
ど
を
売
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
経
験
を
生
か
し
て
、
誕
生
日
あ
り
が

と
う
運
動
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

’
○
○
◇
○
○
１

以
上
は
Ｔ
市
の
Ｎ
さ
ん
か
ら
の
お
便

り
で
す
。
古
切
手
の
収
築
送
付
へ
の
ご

協
力
と
同
時
に
、
手
軽
な
お
土
産
と
し

て
シ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

醐
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
前

湧
○
七
八
－
二
三
一
’
二
一
一
四

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

出
席
者
は
姫
路
市
立
美
術
館

副
館
長
伊
藤
誠
さ
ん
、
元
町
画

廊
佐
藤
廉
さ
ん
、
画
家
の
西
村

功
さ
ん
、
神
戸
大
学
教
授
嶋
田

勝
次
さ
ん
ら
多
数
が
つ
め
か
け

て
、
若
林
さ
ん
の
久
々
の
帰
国

を
歓
迎
し
た
。

若林さんを囲んで

#鶏
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か
？
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
、
鳥

井
清
政
・
歌
川
豊
国
ら
加
入
の

作
品
、
江
戸
文
化
を
代
表
す
る

歌
麿
・
北
斎
・
広
重
の
名
作
等

見
応
え
充
分
の
名
品
展
と
な
っ

た
。☆

若
林
和
男
展
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か
で
、

９
月
虹
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
個
展
が
大
好
評
の
若
林
和
男

さ
ん
。
記
年
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ

渡
っ
て
か
ら
、
３
度
目
の
日
本

で
の
作
品
展
。

今
や
国
際
作
家
と
し
て
、
欧

米
で
も
著
名
な
若
林
さ
ん
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
題
す
る
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
、
交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
９
Ｆ

「
港
蘭
館
」
で
催
さ
れ
た
。
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☆
メ
リ
ケ
ン
地
蔵
Ⅷ
地
蔵
盆
に

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ア
ー
ト

八
月
二
十
日
の
日
曜
日
。
ひ

と
足
早
い
地
蔵
盆
が
、
メ
リ
ケ

ン
地
蔵
で
神
戸
港
を
考
え
る
会

（
角
本
稔
代
表
）
の
主
催
で
開

か
れ
、
今
年
は
高
速
道
路
の
排

気
ガ
ス
で
す
す
け
て
黒
ず
ん
だ

司
に
、
ア
ー
チ
ス
ト
（
小
西
慎

一
郎
さ
ん
）
に
よ
る
ペ
イ
ン
テ

イ
ン
グ
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。

三
年
目
を
迎
え
る
メ
リ
ケ
ン

地
蔵
盆
は
、
こ
の
界
隈
が
年
々

美
し
く
な
り
御
霊
験
は
あ
ら
た

か
だ
が
、
お
さ
い
銭
箱
が
よ
く

盗
ま
れ
る
。
会
で
は
何
度
も
や

り
直
そ
う
と
気
長
が
。
当
夜

は
、
他
に
大
竜
寺
の
井
上
仁
性

住
職
の
説
話
あ
り
、
京
都
の
染

の
福
井
さ
ん
に
よ
る
カ
ラ
フ
ル

な
幕
も
出
来
上
っ
て
飾
り
つ
け

ら
れ
た
。
チ
ビ
ッ
子
サ
ン
バ

町
通
四
’
三
’
五
に
完
成
。
そ

の
完
成
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

９
月
６
日
正
午
よ
り
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
神
戸
で
行
わ
れ
た
。

貝
原
兵
庫
県
知
事
、
宮
崎
神

戸
市
長
、
石
野
神
戸
商
工
会
議

所
会
頭
を
は
じ
め
、
作
家
の
陳

舜
臣
さ
ん
、
将
棋
名
人
の
谷
川

浩
司
さ
ん
、
書
道
家
の
望
月
美

佐
さ
ん
な
ど
多
方
面
か
ら
約
５

０
０
人
の
人
々
が
お
祝
い
に
か

け
つ
け
た
。

同
ピ
ル
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
地
下
一
階
、
地
上
八
階
一
部

九
階
建
て
。
三
階
に
は
毎
日
新

聞
ホ
ー
ル
、
他
に
日
本
野
球
連

盟
兵
庫
県
支
部
、
毎
日
事
業
社

な
ど
が
入
居
、
一
階
、
六
’
八

階
は
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
す
る
。

最
新
技
術
を
駆
使
し
た
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ピ
ル
で
は
あ
る

が
、
古
き
良
き
神
戸
の
面
影
を

残
す
、
一
階
正
面
玄
関
と
そ
れ

に
続
く
外
壁
は
、
旧
館
を
そ
の

ま
ま
残
し
、
周
囲
の
景
観
を
壊

さ
な
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

メンバー一同

☆
毎
日
新
聞
神
戸
支
局

新
拠
点
完
成

毎
日
新
聞
神
戸
ピ
ル
が
、
栄
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各界の代衰がお祝いに

聯

は
方
／
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
ス
タ
イ

ル
の
楽
し
い
曲
ば
か
り
を
集
め

た
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
も
の
で
フ
ァ
ン
の
人
達
に

喜
ば
れ
て
い
る
。

キ
ン
グ
・
ク
レ
ゾ
ー
ル
。
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
は
、
６
月
の
全
日

本
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
後
、

今
度
は
、
月
の
神
戸
ジ
ャ
ズ
ス

ト
リ
ー
ト
が
控
え
て
い
る
な
ど

素
人
な
が
ら
大
忙
し
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
い
演
奏
を
聞
か
せ
て

く
れ
そ
う
だ
。

興
味
の
あ
る
方
は
信
原
病
院
ま
で

衝
０
７
９
１
６
１
６
１
０
９
８
１

や
、
チ
リ
の
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
さ
ん

の
二
世
の
唄
、
盆
踊
り
な
ど
国

際
的
な
催
し
終
っ
て
、
精
霊
流

し
で
風
情
あ
る
催
し
だ
っ
た
。

☆
知
的
に
、
美
的
に
’
第
２
回

ウ
ー
マ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

昨
年
作
家
の
椎
名
桜
子
さ
ん

☆
楽
し
く
ス
ウ
ィ
ン
グ

昨
年
の
本
誌
哩
月
号
で
紹
介

し
た
信
原
病
院
院
長
の
信
原
さ

ん
を
中
心
に
、
病
院
職
員
、
友

達
な
ど
総
勢
９
名
の
大
の
ジ
ャ

ズ
好
き
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ

た
キ
ン
グ
・
ク
レ
ゾ
ー
ル
・
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
が
、
こ
の
た
び
Ｃ

Ｄ
（
キ
ン
グ
ク
レ
ゾ
ー
ル
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
・
ブ
ー

ト
）
を
制
惟
し
た
。
こ
の
Ｃ
Ｄ

灘識灘蕊溌
菌漂雑嬬溌そ曾聞細譜巽認箪議壷州膿識臓て石めと６２郎れえ､‐'総た明たか産局ねかよ石新さO迫警鳴しが本、･い遥６ー 流、眼るし明と品ら次ぐが

畦

図
書

ガ
イ
ド

美しくなったメリケン地蔵
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な
パ
ー
テ
ィ
タ
イ
ム
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
海
外
旅
行
が
当
た

る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
豪
華
な
３

時
間
、
貴
女
も
新
し
い
女
性
の

生
き
方
、
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
こ
の
催
し
に
２
組
４
名
様
を
ご
招
待
し

す
。
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
「
神
戸
っ
子

ウ
ー
マ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
係
」
ま
で
。

☆
生
田
森
〃
観
月
祭
″
開
く

月
や
ど
る
生
田
の
池
の
芦

の
葉
に
つ
ゆ
ふ
き
か
ぬ
る

秋
の
か
ぜ
か
な
’
康
光

今
年
も
恒
例
の
生
田
森
観
月

祭
が
、
九
月
十
四
日
（
木
）
午
後

六
時
よ
り
生
田
神
社
拝
殿
（
加

藤
隆
久
宮
司
）
で
開
催
さ
れ

た
。修

抜
、
献
餓
、
献
華
、
献
茶

に
つ
づ
い
て
、
舞
楽
「
八
仙
」

わ
ざ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
と
挨
拶
に
来
ら

れ
る
と
い
う
の
で
話
題
に
な

っ
た
。
ハ
ル
夫
人
は
松
・
方
幸

次
郎
さ
ん
の
姪
に
当
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
は
実
に
素
晴
ら
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
世
界
の
第
一

流
の
美
術
の
展
観
は
、
観
る

者
に
大
き
な
感
動
と
衝
撃
を

与
え
た
。
「
こ
の
よ
う
な
展

覧
会
は
二
度
と
見
ら
れ
な
い

か
も
知
れ
な
い
ね
」
と
い
う

よ
う
な
さ
さ
や
き
も
聞
か
れ

た
。
例
え
ば
パ
リ
の
ポ
ン
ピ

ド
ー
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
大
き

な
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
場

合
、
時
の
大
統
領
が
出
席
し

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
う
と
い
う
。

つ
ま
り
、
大
き
な
国
際
的

な
美
術
の
企
画
展
は
、
た
だ

単
な
る
一
介
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

催
す
の
は
国
の
誇
り
で
あ
り

観
賞
者
は
市
民
は
、
勿
論
の

こ
と
、
周
辺
の
地
域
を
挙
げ

て
、
さ
ら
に
国
境
を
越
え

て
、
美
の
饗
宴
を
共
楽
す
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ハ
ル

夫
人
が
海
を
越
え
て
わ
ざ
わ

ざ
記
念
展
に
お
越
し
に
な
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
Ｙ
Ｖ

を
迎
え
て
、
好
評
を
博
し
た

「
ウ
ー
マ
ン
ズ
フ
オ
ー
ラ
ム
」

（
㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
主
催
）
が
今
年
も
ｎ
月

５
日
（
日
）
、
４
時
訓
分
よ
り
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
・
平
安
の

間
で
開
催
さ
れ
る
。

、
鴬

す
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‐
‐
，
１
１
，
，
’
‐
‐
‐
１
１
，
‐
…
Ｉ
‐
，
‐
‐
Ｉ

「
知
的
コ
ン
シ
ャ
ス
ー
Ｂ
Ｅ

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
今
回
は
、
作
曲
家
の

三
枝
成
彰
氏
を
迎
え
て
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
中
心
に
、
お
酒
落

ｌ
‐
１
１
’
０
’
‐
‐
１
‐

Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐

美
術
展
の
も
つ
意
味

「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
展
覧
会
が
、
神
戸
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
。
し
か
も
、

神
戸
市
制
一
○
○
周
年
を
記

・
念
し
て
催
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
記
念
展
に
あ
た
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ラ
イ
シ

ャ
ワ
ー
さ
ん
ご
夫
妻
が
わ
ざ

花時計

●
六
○
ｍ
ｍ
で
。
、
『

と
い
う
毘
帯
八
仙
の
略
称
で
鶴

舞
と
呼
ば
れ
る
童
舞
が
、
片
岡

淑
子
、
近
藤
秀
子
、
西
田
佳
代
、

丸
岡
葉
子
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
愛

ら
し
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
舞
わ
れ

た
。
午
後
七
時
十
五
分
か
ら
の

観
月
の
宴
は
、
秋
を
彩
る
松
花

堂
に
、
月
見
だ
ん
ご
な
ど
を
味

わ
い
な
が
ら
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
の
田
代
め
ぐ
み
さ
ん
が
振
袖

姿
で
、
本
格
派
演
歌
歌
手
ら
し

く
〃
お
ん
な
夢
し
ぐ
れ
″
な
ど

を
聞
く
と
い
う
趣
好
。
約
伽
名

が
参
加
す
る
と
い
う
盛
会
ぶ
り

だ
っ
た
。

生
田
神
社
会
館
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｆ
の
味
の
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
に
参
加
。
Ⅲ
月
西
日
６
時
よ

り
奥
村
彪
生
氏
を
迎
え
〃
神
々
の
食
事
〃

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
１
５
，
０
０
０
円
衝
３

９
１
ｏ
８
７
６
５

凸

＆

三枝成彰氏

☆
第
十
三
回
井
植
文
化
賞
表
彰
式
が
、

井
植
記
念
会
（
理
事
長
／
井
植
貞
雄
）

創
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
今
回
は
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
梅
の
間
で
、
十
月
十

七
日
（
火
）
午
後
四
時
’
五
時
三
十
分

迄
開
か
れ
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
午
後

六
時
’
八
時
迄
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
賞

者
は
、
文
化
芸
術
部
門
／
今
竹
七
郎
（
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
洋
画
家
）

科
学
技
術
部
門
／
田
中
千
五
子
（
神
戸

大
学
医
学
部
教
授
・
医
学
博
士
）
社
会

補
祉
部
門
／
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
代
表
・
黒
田
義
子
）
地
域
活
動
部

門
／
ブ
ナ
を
植
え
る
会
（
代
表
者
・
片

山
英
一
）
報
道
出
版
部
門
／
浜
田
義
輝

（
ラ
ジ
オ
関
西
記
者
）
浜
淵
節
夫
（
神

戸
新
聞
社
社
長
室
長
）
国
際
交
流
部
門

／
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
セ
ン
タ
ー
／
留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
住
野
和
子
（
事
務

局
長
）

☆
石
阪
春
生
画
伯
の
小
品
展
が
、
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

ｎ
月
胞
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

☆
本
誌
連
戦
漫
画
で
お
な
じ
み
の
岡
田

淳
さ
ん
が
、
こ
の
秋
「
ポ
ア
ン
ア
ン
の

に
お
い
」
作
・
絵
／
岡
田
淳
を
借
成
社

よ
り
、
「
ぼ
く
が
立
た
さ
れ
た
わ
け
」

作
・
岡
田
淳
／
絵
・
宮
本
忠
夫
で
、
佼

成
出
版
よ
り
発
売
さ
れ
ま
す
。
乞
御
期

待
。☆

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
挽
地
正
雄
・
佐
藤
邦

雄
さ
ん
が
、
オ
フ
ィ
ス
移
転
。
新
住
所

大
阪
市
中
央
区
釣
錘
町
２
丁
目
３
番
瑚

号
ベ
ル
ハ
ウ
ス
茸
肥
（
理
０
１
９
１

（
代
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
“
命
）
０
６
７
３

☆
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
古
元
真
夕
美
さ
ん

が
、
鰯
霊
回
日
伊
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
で

見
訴
優
勝
。
受
賞
を
祝
う
会
が
十
月
七

日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
、
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
会
費
一

万
円
。

☆
本
誌
小
泉
美
喜
子
が
、
編
築
室
の
四

隣
り
江
戸
町
ピ
ル
へ
引
越
し
ま
し
た
。

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
江
戸
町
兜
番
一
江

戸
町
ビ
ル
晒
号
宮
０
７
８
（
週
３

６
６
８

１
１

１
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上
海
交
響
楽
団
（
上
）

テ
ナ
ー
羅
浦
水
氏
（
下
）

☆'８９Ｋｏｂｅｃｃｏｃｌｕｂｎｅｗｓ２８

愛腕者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

回神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方には『月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、1 . 月刊神戸っ子. 】の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲戦、会員の動きな
ど棟々な楕報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサート、美術展、演
劇など）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会蛍〔入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブI 神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会員の方は有効期限をお砿めのうえ、継続会
員として年会費をお納めください。
口入会申込・お問合せは一一
〒6 5 O 神戸市中央区束町
テレホンサービス（2 4 時

1 1 3 ノ１大神ピル９Ｆ
間）

ｍＥＬ・0 7 8 - 8 0 2 - 3 5 3 1
サービスＮｏ．４８．ＢＯＸＮｏ．0 0 0 1 2

☆K o b e c c o c l u b 会員情報

の羅清水氏を迎え、秋にふさわしく
「荒城の月｣ ､ チャイコフスキー｢ 交響曲
第４番」等を演奏します。芸術の秋、
i クラシカルな夕べはいかがですか？
ロチケット御希望の方は、恋0 7 8 ( 3 3 1〉
２２４６月刊神戸っ子まで1 0 / 1 9 までにお
i 申込みください。

小司今世一二午も●＝樋缶司

劇
Ｆ･'賎ヨ

芸術の秋到来。二大コレクション御招待〃
プ
ラ
ン
グ
イ
ン
「
松
方
幸
次
郎
の
肖
像
．
』
マ
ン
ト
の
外
国
婦
人

回松方コレクション展
明治の神戸経済界の巨人・松方幸次郎
が壮大なロマンと巨費をもって収集した
「松方コレクション」が、１１月2 6 日まで
神戸市立博物館で開催中。世界三大美術
コレクションといわれる豪華絢畑たるこ
の「松方コレクション展」に会員の方に
限り無料御招待。但し数に限りがありま
すので申込みはお早めに。
■小磯良平の世界
清澄な画格と親しみ深い画面で神戸つ
子に愛され続けている巨匠小磯良平の未
公開作品を中心に1 1 月８日まで、ギャラ
リーーはW h i t e H o u s e で展示。先着５０
堀様を御招待します。
ロチケット御希望の方は、ハガキに住
所。氏名・ＴＥＬ・希望枚数を明記の上
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル
９Ｆ月刊神戸っ子恋3 3 1 - 2 2 4 6 まで
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霞靭

るぽるた一じゆ諏戸

八
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
－
Ｖ

一

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
の
川
上
勉
会
長

有
井
基
ｌ
恩
爾
雪
：
鼠
Ｉ

ま
る
で
、
細
身
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
原
型
に
し
た
よ
う
な
、
建
築

つ

群
が
天
を
衝
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
は
、
色
彩
も
意
匠
も
、

す
て
き
に
お
シ
ャ
レ
な
の
に
。
そ
れ
が
大
小
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
を
、
カ
ッ
コ
よ
く
並
べ
た
か
に
錯
覚
さ
せ
る
の
は
、
上
方
の
空

間
を
た
っ
ぷ
り
と
る
た
め
に
、
建
物
に
傾
斜
を
つ
け
た
せ
い
ら
し

い
。こ

こ
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
、
十
一
月
十
七
日
か
ら

三
日
間
、
街
ぴ
ら
き
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
籾
」
を
繰

り
ひ
ろ
げ
る
。
カ
ッ
コ
よ
く
い
う
な
ら
、
国
際
社
会
に
向
け
て
の

デ
ビ
ュ
ー
宣
言
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
意
欲
的
な
Ｐ
Ｒ
で
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
」

の
名
前
は
知
っ
て
い
る
人
で
も
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
ら
な
い
人

は
、
意
外
に
多
い
。
そ
れ
は
、
た
ぶ
ん
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ

ン
」
と
い
う
語
感
か
ら
受
け
と
る
イ
メ
ー
ジ
に
、
東
京
の
南
青
山

界
隈
や
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
村
」
が
、
く
っ
つ
い
て
い

る
せ
い
だ
ろ
う
。

そ
う
い
っ
た
感
覚
で
見
れ
ば
、
現
状
は
、
お
と
な
し
過
ぎ
て
、

わ
か
り
に
く
い
、
と
い
う
べ
き
か
。

大
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、
人
工
島
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
〃
ポ
ー

ト
ピ
ア
Ⅲ
″
会
場
跡
地
に
で
き
た
十
三
。
五
鯵
の
街
区
で
あ
る
。

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
最
寄
駅
で
い
う
な
ら
「
中
埠
頭
」
の
西
、

「
南
公
園
」
の
北
、
「
市
民
広
場
」
の
東
と
西
、
と
な
ろ
う
が
、

こ
こ
へ
進
出
し
た
の
は
三
十
八
社
。
衣
・
食
・
住
。
遊
と
い
っ
た

ファッション都市宣言から1 6 年、感性都市空間、「神戸ファッションタウン」がこの秋いよいよ完成する。

神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

第
４
回

１
１５４
１
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興泌

謬賢

識動議鍵驚蕊蕊鍵 哩画

篭 生
活
文
化
の
考
え
方
で
仕
分
け
を
す
る
と
、
ア
パ
レ
ル
（
衣
服
）

企
業
十
八
社
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

し
か
し
、
神
戸
風
月
堂
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
製

菓
、
モ
ロ
ゾ
フ
と
い
っ
た
和
洋
菓
子
四
社
、
田
崎
真
珠
、
大
月
真

珠
、
ヒ
ラ
コ
の
宝
飾
三
社
、
ヌ
ー
ト
リ
メ
テ
イ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ノ
エ
ピ
ァ
、
上
島
訓
誹
、
ニ
ッ
ポ
ン
イ
ン
テ
リ
ア

チ
ェ
ー
ン
な
ど
化
粧
品
。
食
品
。
イ
ン
テ
リ
ア
各
二
社
、
と
あ
げ
て

い
く
と
、
ト
ー
タ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
生
活
文
化
（
創
造
へ
の

豊
か
な
感
性
）
に
高
め
た
い
、
と
す
る
強
固
な
意
思
が
浮
き
立
つ
。

ファッションタウン内にあるオフィスに勤める藤原さん、竹井さん、瓶井さん。（写真左から）
毎日通っているだけあって、筆者をウーンと誼かせるような厳しい意見もとび出した。

Ｆ１

アフターファイブを楽しめるような街にできるかが
キーポイントになる。

当
然
、
仕
掛
け
人
が
い
た
。
そ
の
仕
掛
け
に
は
、
未
来
を
見
据

え
た
説
得
力
が
あ
っ
た
。
で
な
け
れ
ば
、
〃
本
土
″
と
呼
ば
れ
る

既
成
市
街
地
か
ら
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
大
橋
一
本
の
陸
送
路
、

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
だ
け
の
輸
送
機
関
で
つ
な
が
っ
て
い
る
人
工
島

へ
、
誰
が
、
ば
く
大
な
投
資
を
す
る
も
の
か
。

云
い
出
し
く
え
は
、
川
上
勉
さ
ん
（
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
会
長
）

で
あ
る
。
一
九
七
一
一
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
、
ア
パ
レ
ル
業
界
の

大
同
団
結
を
ね
ら
っ
て
設
立
さ
れ
た
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）
の
初
代
会
長
に
就
任
、
「
神
戸
を
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
都
市
に
」
と
構
想
を
プ
チ
上
げ
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
自
由
貿
易
の
波
が
来
る
。
世
界
的
な
都
市
間
競
争

で
生
き
抜
く
に
は
個
性
の
あ
る
街
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

京
都
や
奈
良
が
戦
争
で
廃
嘘
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
文
化
遺
産
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
い
わ
ば
文
化
遺
産
が
街
を
救
っ
た
。
神
戸
の
未

来
は
、
文
化
を
創
造
し
蓄
積
す
る
街
、
個
性
の
高
い
文
化
が
花
ひ

ら
く
人
間
の
た
め
の
街
に
す
る
以
外
に
、
あ
り
得
な
い
」

お
よ
そ
、
こ
ん
な
ふ
う
に
切
り
出
し
た
と
い
う
。

今
で
こ
そ
年
商
五
千
億
円
に
急
成
長
を
と
げ
た
神
戸
の
ア
パ
レ

ル
業
界
も
、
当
時
は
Ｋ
Ｆ
Ａ
会
員
三
十
五
社
合
わ
せ
て
年
商
三
百

五
十
億
円
。
鉄
鋼
、
造
船
、
海
運
な
ど
に
比
べ
る
と
〃
弱
小
業

界
″
と
い
え
た
。
し
か
も
、
川
上
さ
ん
に
し
る
現
Ｋ
Ｆ
Ａ
理
事
長

の
木
口
衛
さ
ん
（
ワ
ー
ル
ド
会
長
）
に
し
て
も
四
十
代
の
若
さ
で
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虫

あ
る
。
も
う
数
年
、
提
言
が
早
け
れ
ば
、
構
想
は
実
っ
て
い
た
か

ど
う
か
。

だ
が
、
宮
崎
辰
雄
市
長
ら
行
政
側
、
商
工
会
議
所
を
中
心
と
す

る
経
済
界
は
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。
鉄
鋼
、
造
船
、
海
運
に
不

況
の
か
げ
り
が
見
え
、
産
業
構
造
の
転
換
を
模
索
し
て
い
た
時
だ

け
に
、
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
に
引
き
寄
せ

ら
れ
た
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

誕
生
ま
で
の
経
過
は
、
は
ぶ
く
。
一
九
七
三
年
秋
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
、
一
九
八
一
年
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅶ
な
ど
、
不
安
と
希
望
に
揺

れ
な
が
ら
、
さ
ら
地
に
立
体
感
あ
ふ
れ
る
街
が
で
き
た
。
Ｋ
Ｆ
Ａ

の
提
唱
か
ら
十
六
年
目
の
秋
で
あ
る
。

ダ
ウ
ン
づ
く
り
の
主
軸
と
な
っ
た
の
は
、
鬼
塚
喜
八
郎
さ
ん
（
ア

シ
ッ
ク
ス
社
長
）
を
会
長
と
す
る
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
協

議
会
（
Ｋ
Ｆ
Ｔ
）
、
つ
ま
り
進
出
企
業
を
正
会
員
と
す
る
団
体
だ

っ
た
。
Ｋ
Ｆ
Ｔ
専
務
理
事
・
田
中
勇
二
郎
さ
ん
は
、
商
工
会
議
所

会
館
の
一
室
で
、
街
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
の
指
揮
を
と
り
な
が
ら

「
三
十
八
社
の
う
ち
本
社
が
二
十
一
社
、
支
店
が
十
七
社
。
大

枠
で
は
共
通
の
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
企
業
個
々
の
事

窯

鞍
・
埴
が
識
鍛

紬
篭
騨
灘
譲
燕
醗
瀞
“
謎

▲

情
や
思
惑
の
微
妙
な
調
整
に
、
い
ち
ば
ん
気
を
使
い
ま
す
ね
」

と
い
う
。
変
化
に
富
ん
だ
各
ピ
ル
の
一
階
は
原
則
と
し
て
開
放

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
喫
茶
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ブ
テ
ィ
ッ

ク
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
既
存
の
業
者
へ
の
気
が
ね
も
あ

っ
て
神
戸
市
が
規
制
し
て
い
る
た
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
名
目
は

「
社
員
食
堂
」
だ
そ
う
な
。
こ
ん
な
こ
と
で
、
は
た
し
て
、
人
が

集
う
の
か
。

ま
た
、
個
々
の
ピ
ル
は
公
道
か
ら
三
腕
以
上
、
後
退
さ
せ
て
半

公
共
空
間
を
提
供
し
、
季
節
の
花
で
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
つ
く
っ
て

い
る
。
川
上
さ
ん
が
「
街
の
中
の
公
園
で
は
な
く
、
公
園
の
中
の

街
に
」
と
い
う
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
の
魅
力
は
、
他
に
な
い
特
徴

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
各
企
業
の
呼
吸
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
に
は
、

か
い
わ
い

い
わ
ゆ
る
〃
界
隈
性
″
の
あ
る
楽
し
い
街
に
な
り
難
い
。

若
い
人
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
も
、
竹
井
由
佳
さ
ん
（
シ
ャ
ル

レ
勤
務
）
は
「
企
業
の
特
徴
を
生
か
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ス
ト

ア
が
少
な
く
、
今
の
ま
ま
で
は
情
報
交
換
が
な
い
。
そ
れ
に
駐
車

場
が
少
な
い
か
ら
路
上
駐
車
の
た
め
に
、
せ
っ
か
く
の
空
間
が
こ 微妙な調整に一番気をつかいます、と言う田中勇二郎専務理事
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わ
さ
れ
て
い
ま
す
」
。

藤
原
奈
美
子
さ
ん
（
ジ
ャ
ヴ
ァ
グ
ル
ー
プ
）
は
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
と
い
っ
て
も
、
知
ら
な
い
人
が
多
い
ん
で
す
。
遊
び
に

来
て
も
、
も
う
一
度
行
き
た
い
、
と
い
う
お
店
が
、
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
だ
け
を
優
先
す
る
よ
り
、
面
白
く
て
楽

し
い
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
。

ま
た
、
瓶
井
彩
子
さ
ん
（
ノ
エ
ビ
ア
）
は
「
ア
フ
タ
ー
・
フ
ァ

イ
ブ
が
楽
し
め
る
街
に
し
て
ほ
し
い
。
今
の
ま
ま
で
は
勤
務
で
夜

お
そ
く
な
る
と
痴
漢
な
ど
治
安
も
よ
く
な
い
し
、
交
通
手
段
も
不

便
だ
し
、
三
宮
と
、
ず
い
ぶ
ん
遠
い
感
じ
で
す
か
ら
」
。

要
約
す
れ
ば
、
こ
う
な
る
。
し
か
し
、
Ｋ
Ｆ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
は
、
初
め
て
耳
に
す
る
苦
言
で
は
な
い
。
も
と
も
と
、
総
合

デ
ザ
イ
ナ
ー
浜
野
安
宏
さ
ん
が
基
本
構
想
を
示
し
た
計
画
に
は
、

商
業
と
オ
フ
ィ
ス
と
ホ
テ
ル
と
住
宅
が
、
う
ま
く
混
ざ
り
合
っ
た

人
間
く
さ
い
街
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
頭
の
固
い
国
の
規
制

な
ど
に
よ
っ
て
、
今
日
の
姿
を
選
ぶ
ほ
か
な
か
っ
た
事
情
も
あ
る
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
人
工
島
な
の
に
周
辺
が
港
湾
施
設
の

た
め
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
（
水
辺
）
が
な
い
。
せ
め
て
海
側
の

ビ
ル
の
一
階
が
海
ま
で
突
き
抜
け
て
い
れ
ば
と
思
い
も
す
る
が
、

ふ
た
を
さ
れ
て
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
悪
条
件
を
、

ど
う
克
服
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
づ
く
り

人
間
中
心
の
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

二
つ
の
テ
ー
マ
を
現
実
の
も
の
と
す
る
か
。
Ｋ
Ｆ
Ｔ
内
に
組
織

さ
れ
た
活
性
化
委
員
会
の
委
員
長
に
引
っ
ぱ
り
出
さ
れ
た
川
上
さ

ん
は「

美
し
い
街
だ
け
ど
冷
た
い
街
や
、
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る

と
し
た
ら
、
つ
く
り
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
ど
ん
な
美
女
で
も
、

無
視
さ
れ
る
と
衰
え
ま
す
か
ら
。
土
。
日
曜
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下

ろ
す
、
な
ん
て
こ
と
は
、
街
に
対
す
る
礼
儀
を
そ
こ
な
う
こ
と
で

す
。
世
界
に
向
け
て
美
を
発
信
し
、
平
和
と
自
由
と
愛
を
追
い
求

め
る
〃
志
す
人
の
街
″
に
し
な
い
と
、
ダ
ウ
ン
づ
く
り
の
意
味
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
。
だ
か
ら
欧
米
の
企
業
と
の
提
携
も
進
め
ま
す
。

国
内
の
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
材
を
集
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
、
人
が
集
い
、
見
る
こ
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
む
街
に
し

ま
せ
ん
と
ね
」

墨
そ
う
な
っ
て
こ
そ
〃
母

学
な
る
街
″
神
戸
の
市
街
地

訓
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る

墨
の
だ
、
と
い
う
。

〃神
課
題
は
山
ほ
ど
あ
る
。
こ
こ

垂
「
た
っ
た
今
、
狐
々
の

錆
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
で
す

熱
よ
・
こ
れ
か
ら
新
し
い
挑

幸
戦
が
始
ま
る
ん
で
す
」

楯
川
上
さ
ん
の
熱
っ
ぽ
い

率
霊
口
調
に
「
街
誕
生
」
と
い

華
＆
う
語
句
を
強
く
思
い
浮
か

園
誕
べ
た
。
い
さ
さ
か
の
寺
ハ
ラ

韮
哩
色
に
彩
ら
れ
た
未
来
像

龍
亀
が
、
さ
て
、
ど
う
結
実
す

↑
鋤
る
か
。
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